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第5章 都市交通マスタープランの目標達成のために必要とな
る施策群

2030年を目標年次とする都市交通マスタープランの効果・課題を踏まえ、「環境」「振興」
「安心」の目標に向けた効果をより高めるために、以下の 5つの分野でそれぞれの施策を展開
し、各分野が連携することによる総合的な効果発揮を促していく。
以上を踏まえ、将来都市交通ネットワーク計画とこれに合わせて実施する施策群を含めて、

沖縄本島中南部都市圏における将来都市交通マスタープランとする。

3

図 5-1  目標達成のために必要となる施策メニュー
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5-1-1 都市圏構造の誘導に関する施策

環境、振興、安心の目標を達成するためには、将来の公共交通ネットワークや幹線道路ネ
ットワークの整備と併せた公共交通一体型の地域整備を推進することが欠かせない。特に、
更なる公共交通利用の促進や都市圏の振興を図るためには、都市圏整備を戦略的且つ一体的
に誘導し、環境、振興面での効果を一層高める必要がある。
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図 5-2  都市圏構造を誘導する総合交通体系

◆新たな公共交通システム導入と一体的な集約型市街地誘導の強化
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◆都心交通システムの導入による都市拠点の魅力強化

IT
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◆都心交通システムの導入による都市拠点の魅力強化
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5-1-2 公共交通の利用促進に関する施策

公共交通のより一層の利用促進を図るためには、モノレールや新たな公共交通システムを
軸としながら、公共交通システム総体としての利便性を更に高め、確実にするための施策を
展開することが欠かせない。
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図 5-3  公共交通の利用促進に向けた公共交通体系

◆より魅力の高い新たな公共交通システムの導入

LRT
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◆公共交通全体をシームレスに利用可能とするための結節機能の強化

LRT P&R

P&R

◆公共交通に対する利用意識高揚策の推進
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5-1-3 道路交通の円滑化に関する施策
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図 5-4  道路交通を円滑にする放射環状道路ネットワーク体系

◆自動車交通需要の低減に向けた TDM施策の展開
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◆街づくりや公共交通を含む道路交通円滑化に向けた道路空間の有効活用

58 60
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◆安心・安全な地域環境の形成
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